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令和 6 年度が始まり、4 カ月が経過しました。 

 えぽっくでは令和 6 年度の事業計画の基本方針として 

 

1．支援部門は短期入所や地域生活支援事業の利用状況をコロナ禍以前の利用状況に戻しつつ、

生活介護やグループホーム支援の専門性をみがくことに重点を置く。 

 

２．相談部門においては、地域の多様な相談ニーズに応えるため、引き続き相談員の増員や、障

がい者、生活困窮者といった制度の枠組みにとらわれない社会的に困難をかかえるあらゆる

方々へのソーシャルワークを展開する。 

 

３．事業規模拡大に合わせた事務局体制の強化として、支援や相談の現場を下支えするだけでは

なく、時代の流れに合わせた法人業務全体の効率化、IT 化等をすすめる。 

 

今一度原点に立ち返り、「愛情」をもって接する、「気配り」や「気にかける」という対人援助の

基本姿勢を、役職員一人ひとりが意識し実践しながら法人・事業所の運営を行ってまいります。 

 

今年度は 4 名の新卒の職員が入社しています。5 月 11 日には法人全体の研修会、懇親会を開

催しました。研修会の講師として、株式会社ファイターズスポーツ＆エンターテイメントの小林 

兼様より北海道ボールパーク F ビレッジにおける、地域との連携や共同創造空間を意識した街づ

くりの取り組みについてご講演いただきました。日頃からエスコンフィールド様とはフードドラ

イブ活動での連携を行っていますが、これからも発展を続ける F ビレッジとの地域共生のために

共同でできることを模索していきたいと思います。 

改めて、私たちの一つひとつの取り組みが、利用者様の笑顔や生きがいにつながる、地域の皆様

にとっても必要と感じてもらう事ができるえぽっくでありたいという想いでこれからも活動して

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入職員の皆さん 

研修会講師 小林 兼 様 



 

6 月 21 日（土）えぽフェスタ 2024～えぽっく夏祭り～を開催しました。今年も大勢の市民

の皆様にご来場いただきました。ご当地アイドルの皆様、ピエロのぐっち様、マジックジャグリン

グショー等のステージは賑やかに盛り上がりました。また、リズムなわとびクラブ「HAPPY 

JUMP」のお子様方のポップな音楽に合わせての縄跳びのステージも行われました。 

出店は、くるるの杜様、長沼ハイジ牧場様にお越しいただきました。飲食コーナーではキッチン

カーのモチとモフ様、心麦ディッププロ様、元気コロッケ様の 3 台が駆けつけてくれました。 

今年のえぽフェスタは利用者様と職員が一体となってお祭りを運営することを目標に、合同で

実行委員会を立ち上げ、みんなでどのようにすれば楽しいお祭りにできるか話し合いながら企画

しました。 

来年も天候に恵まれ、また利用者様と共にパワーアップしたえぽフェスタを企画していきたい

と思います。 

 

 

 

えぽフェスタの様子 

 



 
 

畑作業では、利用者様と一緒に畑を耕し、イモ、インゲン、サヤエンドウ、オクラの種まき、

水やりを行い、汗をかきながらも一生懸命活動に参加されていました。日に日に大きくなる苗の

成長を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍、活動を控えていた広葉交流センターいこーよでの体育館利用を再開しました。久しぶ

りの体育館で、利用者様は思う存分身体を動かし、ラケットやボールを持って運動を楽しみました。 

また、ゴールデンウィークには栗山方面にドライブに行きました。車内では利用者様と職員でス

ポーツや話題のヒット曲の話で盛り上がり、楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月から喫茶れざみで北広島市内・近郊を対象としたお弁当配達を行っています。お米は北広島

産を使用し、れざみの人気メニューをそのままお弁当とした、こだわりのお弁当になっています。 

管理者 中谷大輔 

 

 

 

 

ホホエム 



 

 
 

今年はグループホーム「ともっと」と「きらっと」に新しい利用者様が入居しました。 

ともっとでは 「利用者様の意思決定を尊重した支援」を重要な取り組みとして位置づけ、各ホー

ムでは月に一回以上の「セレクトメニュー」をスタートしています。意思表示の苦手な方にもわか

りやすく物事を伝え、ご自身で選ばれたお食事を楽しんでいただけるよう工夫しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆セレクトメニュー☆ カレーのトッピングやドーナツ等、バイキング形式で選ばれています♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆初詣やもちつき、ひな祭りや春を探しにお散歩へ♪ 

 

 

  地域生活支援センターともっとでは、昨年から引き続き旅行や季節の行事など、様々な楽しみ

をもって生活して頂けることを目標に日々取り組んでいます。 

  いちばん大切にしていることは、「利用者様へ丁寧で思いやりのある支援」です。支援者は利

用者様個々の生活経験や意思伝達の方法をより深く理解し支援します。日常の生活場面から始め、

様々な場面でも同じような支援が出来る事を目指していきます。 

地域生活支援センター長 黒川浩太 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ろぐらんで今年、力を入れたことは ● 

「ろぐらん」では、重症心身障がいの方、医療ケアが必要な方が多く利用されています。 

最近はニーズの多様化とともに、さまざまな特性や個性のある発達障がいの方も一緒に活動しております。 

今年度、自閉症スペクトラム障がいの方への支援について、少しだけ力を入れてみました。    
 

       ～～大きい声、大きな動きは控える～～過度な干渉は控える～～                       

これまでとむしろ逆なのでは？～これって支援？から始まりました。 ※最低限のルールは必要。 

例えば 

●ひとりで音楽を聴いている～そのまま  ←ひとりが落ち着く 

●毎日同じことをしている～悪いことではない    ←毎日同じが落ち着く 

●混乱・パニック、自傷～どうしたの？大丈夫？？  ←すぐには駈け寄らず、いつもと違う何かを探す 

                          温かく無視する（不適切な行動に対し） 
 

～～その結果、自由に過ごせる・安心して過ごせる環境づくりにつながりました！～～ 

                                  ろぐらん管理者 吉﨑理映 

 

南幌町にある２か所のグループホーム（あっ

と）では、12 名が入居しています。 

週末にはレストランに行って、好きなものを注

文したり、ゲームセンターで遊んだり、天気の良

い日には近隣お公園に散歩に行くなど、一人ひと

りの生活スタイルに合わせた支援ができるよう

心がけています。 

日中活動では、牛乳パックからの紙づくりを

行っています。今年度は新たに、紙を利用した箱

の中に、ドライフラワーを入れて、ポプリとして

販売しています。また紙を丸めてビーズ状にし、

糸に通して手作りストラップも作成していま

す。 

作業以外にも、健康づくりのための町内散歩、

トマトの苗植えをしたり、またゴールデンウィ

ークには「えにわ湖桜公園」に出かけました。 

今年度のハニカムでは、利用者様一人ひとりに向き合い、個性を大切に個別のケアを行い、楽し

く達成感を持っていただけるよう努めています。また、虐待防止、身体拘束の取り組みとして、支

援中の不適切ケアは、職員間で確認し、研修を通して振り返りを行っています。 

利用者様の安心・安全を基本に環境整備にも取り組み、快適に過ごせる空間作りにも力を入れ

ています。                        管理者 加藤真姫 



 
 

生活介護事業所「ろぐらん」では、医療的ケアに力を入れています。 

医療的ケアとは、一般的に「病院などの医療機関以外の場所で日常的に継続して行われる、喀痰

吸引や経管栄養、気管切開部の衛生管理、導尿、インスリン注射などの医行為」と、されています。 

ろぐらんでは現在、介護職員等のたん吸引等研修（特定の者を対象とする研修［第三号研修］）

を受け、指導看護師の下、シミュレーション試験、実地試験に合格した、３名の介護職員が喀痰吸

引や経管栄養、気管切開部の衛生管理を行っています。これからも医療的ケアが行える職員を増や

していきたいと考えています。                     管理者 吉崎理映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八丁平共生型センターはっちは、生活介護事業所「ろぐらん」だけではなく、主に、障がいのあ

る方が共同で暮らす住宅「があだぱーと」への夜間を含めた訪問介護職員の派遣（重度訪問介護）

と、プールや温泉などの余暇活動を充実させるための移動支援も行っています。 

今回は、その「があだぱーと」を紹介します。現在、三名が暮らしています。どんな障がいがあ

っても、ご家族から離れて地域で暮らし、日々の生活を支援しています。利用者様の趣味や楽しみ

など、充実した暮らしの支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●らんらん● 

●ろぐらん



 
 

相談室ますとびぃーは、札幌市から委託を受けて、札幌市障がい者相談支援事業として障がいの

ある方やご家族、地域の方たちの様々な困りごとをお聞きし、解決方法を一緒に探す支援を行って

います。相談は札幌市厚別区にお住まいの方を中心に行っており、現在、450 名の方が登録され、

ご利用いただいています。 

ご相談については、まずはお電話で相談の概要をお聞きし、その後担当相談員が決まります。ま

すとびぃーの基本姿勢としては、出向く相談を心がけており、直接ご自宅に訪問してご相談をお受

けすることが多く、訪問件数が札幌市内の他の委託相談室の中で最も多い相談室となっています。

相談内容としては、福祉サービスの利用について、日常生活全般のことなど、様々なご相談をお受

けしています。 

 

今年度 4 月からは、新しい相談員が 2 名入りました。現在、社会福祉士・精神保健福祉士など

の資格を持った 11 名の相談員が働いており、職員の平均年齢も年々若くなっています。 

4 月には、例年開催している防災に関する研修会を開催しました。今年は 2 名の新任職員が入

ったので、これまで作成した災害対応プランの見直しと新たに作成した感染症 BCP（事業継続計

画）の読み合わせを行いました。また、感染症対策の際の備品について意見を出し合ったり、業務

継続について、これまでのコロナウイルス対応事例を思い返しながら、より実践的な内容で見直し

を図っています。次回は、10 月に机上訓練の実施を予定しています。 

 

また、法人内のきたひろしま暮らしサポートセンターぽるとと連携し、フードドライブ事業にも

力を入れています。店舗にフードの集荷に伺ったり、集荷したものを配布する先を開拓するため、

厚別区内の子ども食堂などへ連絡し、受け取っていただける先を探すこともしています。 

 

今後も相談室ますとびぃーでは、相談者の方が安心して相談できる厚別区の相談窓口として、相

談員のレベルアップを図りながら活動していきたいと思います。 

 

また、8 月 1 日より札幌市から新たに相談支援事業を受託し、北区にて「相談室ぽぷら」を開設

いたします。えぽっくで 2 か所目の委託相談支援事業所になります。北区にお住まいの方を中心

に相談をお受けいたしますので、お困りごとがありましたら、ぜひご活用下さい。 

管理者 松島綾子 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災研修の様子           相談室ますとびぃーの職員 



 


